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まえがき

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人日本規格

協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の

審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。

これによって，JIS B 0031:1994 は改正され，この規格に置き換えられる。

今回の改正は，対応国際規格である ISO 1302 の改正に伴うものである。

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。

JIS B 0031 には，次に示す附属書がある。

附属書 A（規定）図記号の形及び寸法

附属書 B（参考）図記号の一覧表

附属書 C（参考）図示例

附属書 D（参考）あいまいさのない表面機能の管理に必要な指示

附属書 E（参考）表面性状パラメータ記号

附属書 F（参考）評価長さ ln

附属書 G（参考）通過帯域及び基準長さ

附属書 H（参考）表面性状に関する新規格への経緯

附属書 I（参考）旧規格による図示

附属書 J（参考）GPS マトリックス

附属書 1（参考）各種パラメータの標準数列
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日本工業規格 JIS
B 0031：2003

(ISO 1302：2002)

製品の幾何特性仕様（GPS）－表面性状の図示方法

Geometrical Product Specifications (GPS) －Indication of surface texture in
technical product documentation

序文　この規格は，2002 年に第 4 版として発行された ISO 1302，Geometrical Product Specifications (GPS) －

Indication of surface texture in technical product documentation を翻訳し，技術的内容及び規格票の様式を変更

することなく作成した日本工業規格である。

この規格は，製品の幾何特性仕様（GPS）の一つで，GPS 基本規格に属し（TR B 0007 参照），粗さ曲線，

うねり曲線及び断面曲線の規格チェーンのリンク番号 1 に関係している。

この規格と他の GPS 規格との関連についての詳細は，附属書 J を参照する。

この規格は，1980 年代発行の規格の内容を大幅に変更した 1996 年及び 1997 年発行の表面性状に関する

規格を用いるために改正を進めてきた。大幅な改正であるために，図示された表面性状の解釈が新しいも

のになることがある。附属書 H に改正の経緯について詳述してある。

旧規格を適用した図面指示は，その時点の表面性状の規定に従い，解釈もそれによる。附属書 I は，旧

規格の規定を示す。

この規格の図示方法によって，あいまいさがないように，1996 年及び 1997 年発行の表面性状に関する

規格を適用しなければならない。

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある“参考”は，原国際規格にはない事項である。

備考 TR B 0007 は，ISO/TR 14638:1995 Geometrical Product Specifications (GPS) －Master plan と一致

している。

1. 適用範囲　この規格は，製品技術文書（例えば，図面，仕様書，契約書，報告書など）に，図示記号

及び文書表現によって表面性状を指示する方法について規定する。

この規格は，次のパラメータを用いることによって，表面に対する要求事項を指示する方法を規定する。

a) JIS B 0601 による輪郭曲線パラメータ

－ 粗さ曲線（粗さパラメータ）

－ うねり曲線（うねりパラメータ）

－ 断面曲線（断面曲線パラメータ）

b) JIS B 0631 によるモチーフパラメータ

－ 粗さモチーフ

－ うねりモチーフ

c) JIS B 0671-2 及び JIS B 0671-3 による負荷曲線に関するパラメータ

備考1. 表面性状パラメータによって規定することができない表面欠陥（くぼみ，きずなど）の指示

は，表面欠陥を規定している ISO 8785 を参照する。

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。


